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要旨 ： SRC 構 造 と比較 して施 工性 が良 く ， 同等の 耐 震性能を有する鋼 コ ン ク リ
ー

ト構造柱

と鉄骨梁か らな る混合構造骨組 の柱せ ん 断抵 抗性状に つ い て実験的に研 究を行 っ た 。 SRC 柱

では せ ん 断補強筋量に よ っ て 柱梁接合部の損傷と大変位時 の 耐力推移に 相違が 見 られた 。 SC

柱で は直交フ ラ ン ジの 有無 よ り フ ラ ン ジ幅の 方が柱せ ん断耐力 に大 きな影響を与 えた 。 また ，

SC 柱に 用 い た ワ イヤーメ ッ シ ュ 筋はせ ん断抵抗 の 機能を有す るが ，　 SRC 規準
1）
以 下 の せ ん

断補強筋量で は靭性 を失い ，か ぶ り コ ン ク リー トの保持 も困難 とな っ た 。 ま た 柱梁架構 で の

柱せ ん 断耐力は，柱に 対す る柱梁接合部 の せ ん断余裕度の 影響を受ける。

キーワー ド ： 鋼 コ ン ク リー ト構造 ， 柱梁架構 ，せ ん 断補強筋 量，柱鉄骨形状，せ ん 断耐力

1，は じめ に

　近年，鉄 骨鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト（SRC ）構 造は他 の

工 法 と比較す る と ， そ の 設計 法 の 繁雑 さや 現場

施工 に お ける 工程の 多 さか ら敬遠 され る傾 向に

あ る。し か し なが ら RC 造に 比 べ る と SRC 造は

靭性能に優れ，兵庫県南部地震にお い て も SRC

造の 被害は軽微 で あ っ た 。 そ こ で筆者 らは 2005

年度，簡便な施工 法の 開発 を 目的に ，柱を鋼 コ

ン ク リ
ー

ト（SC），梁を鉄骨（S）構造 と し た柱梁架

構にお ける柱せ ん 断実験を行な い ，SRC 柱 と 同

等 の 耐震性能 を有する構造 とす る こ とが可能で

ある こ とを明 らか に し た n 。本研究で は ，SRC

柱及び SC 柱にお け るせ ん 断補強筋量の 違い ，鉄

骨形状 の 違 い に っ い て 加力実験 を行な い 柱 の 破

壊性 状及び柱 せ ん 断耐力 につ い て検証す る 。

多層 多 ス パ ン の 中間階中柱を想定 し，柱及 び 梁

の 中央反 曲点位 置 で切 り出 した 実大 の 約 112縮

小 ス ケ
ー

ル の キ字形平 面試験体 で あ る。実験変

数は柱鉄骨断面形状 と柱 せ ん断補強筋 量 で ある 。

表一1　 コ ン ク リ
ー

トの 力学的特性

　 　 　 　   ．は コン ク リ
ートの 最 大圧 縮強度蒔 の 歪 み

丶VM 筋の a
ア 　fJ は Ol％ オ フ セ ッ トに よ る保 有耐 力

2．実験概要

2．1 試験体計画

　図一1お よび 衰
一4に試 験体概要 ， 表一1〜3に

使用材料 の 力 学的特性 を示 す 。 試験 体 は骨 組 に

お ける柱 の 応力お よ び 支持条件を再現する た め ，

＊ 1 五 洋建設（株） 工 修　（正会員）

12 北海道大 学助手　大 学院工 学研 究科 空間性 能シ ス テ ム 専攻 　工 博　（正会員）

ね 北海道大 学教授　大学院工 学研 究科空間性能シ ス テ ム 専攻　工 博　〔正会員）

＊4 北海道大学名誉教授　工 博　（正会員）
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表一4　試験体緒元

「
※2005 年度試 験体

2）

障
　　　　　　　　　　　　 （a ）

1

　　　 Sti飩 咀 （梁両面）

　　　　　　　 Stif  cr（梁片 面）　　　 一

引 　　　　　　　　　　　　粤
　　　 s嚥 mer （梁両面）　 し

Sti働 ner 梁片面）　　　　　位
　　　　　　　　　　一

［

i

（9）　　　　（o）　　　　　　　（d）
−

　 　 D 　　 　 　 E 　　 　 　 F

（b）　　一
（c）　　　　（d）　（¢）　　　（f）

　 A 　 　　 　 B 　 　　 　 C

煙 　 尋
亠一3Ωo−4　 　 　 　

．

　　　　　 柱断面　　 一

弔

2005 年度試験体
2）柱断面

山

一

3

A 　 す　 B 　 C　 E　 F

　 o 　　　　　　　　　o　　　　　　　　　o

　 o 　o 　　　　　　　　o　o　　　　　　　　o　o

　　　　接合部断面

1）遇

　　A 　 B，C　D ，E，F
−

1
　 岫 蜘 　　　梁断面

’1
使 用鉄骨 断面

  由 20e・ IOO・5、5x8

  H240 ・160・4．5・12
  Fl・240・ IOO・4．5・g
  田 240× 160・4．5・6
  H400x150x 　9 ・ 12
  H400 ・ 150・ 12 ・ 12

  H400 ・ 150 ・6x12
n

変数 記 号

Pv ： せ ん 断補 強筋比

図中の A 〜F の 記号 は 表
一4 の 試験体記 号 と 対応
して い る。また図中の 単

位 は   とす る。

（a）PL−300× 300　x 　16
（b）12−D10 （SD685 ）

（c）ロー6φ（SD345 相 当）

（d）3，2φWM ＠ 50
（e）3．2φWM ＠ 150
  46 φ（SD345 相 当）
（g）12−DlO（SD345）

△ 　軸力

全 　正 加力

▲ 　負加力

⇒ 　 正 加力時支点

く■ 　負加 力時支点

※昨年 度試 験体 は 上

下柱余長部が 400 

で ある。柱加力点位 置

は 危 険 断 面 か ら
225  と した。ま た ，
局部的な破壊 を防 ぐ

ために ロー300× 300×

9 の 角型鋼管 で 上 下柱

部を補強 し た 。

図
一1 試 験体概要図 （図面 上は SC／S−4−W−・27，下は SC／S−4−VeC−27）

柱に対する柱梁接合部の せ ん 断余裕度 を 2005年

度 よ り も 大 き く し た SRC 基 準 試 験 体

（SRCfS−1−27）、 ワイヤーメ ッ シ ュ （以下 W ）筋を

用 い
， 柱 鉄骨断面に H 形銅 を使用 し た 試験体

（SCIS4 −W −27）及 び 鉄 筋に 6 φの 隅筋 と WM 筋を

用い た試験体（SCIS・4・W −27）の 計 3 体を製作し実

験を行 っ た。試験体名 は第 1項が柱 1梁部の構造，

第 2 項が試験体の 柱鉄骨形状断面，第 3 項 は試

験体 の 特徴 を表 してお り， W は WM 筋 の みを，

WC は隅筋及 び WM 筋を用 い た こ とを ， 第 4 項

の 数字は コ ン ク リー
ト設 計基準強度を表 して い

る 。 各試験体 は 柱 せ ん 断破壊 を想定 し，柱終局

せ ん 断耐力 計算値 が 柱 と梁 の 曲げ降伏耐力計算

値及び接合部終局 せ ん 断 耐力計算値 を下回 るよ

うに設計 した。柱鉄 骨 には SRC ！S−1−27 に H −200

× 100 × 5．5× 8 を十字形 に組 み合わせ た十字形断

面 で あ り ， SC ／S−4。W −27 と SCIS・4・WC −27 には

BH −240× 160× 4．5 × 12 の H 形 断面 を使用 した 。

また，梁鉄骨 には SRCIS−1・27 には BH400 × 150

× 9× 12 を，SCIS−4−W −27 と SCIS4 −WC −27 は

BH −400Xl50 × 12× 12 を使用 した 。材 質は全て

SN400B で ある。鉄筋 には SRCIS−1−27 で 柱主筋

に 12−DIO （SD685）， せ ん断融 筋に 100   間隔

の 6 φ（SD345 相 当）を使用 した 。
　 SC／S−4・W −27 に
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は 市 販 の 50 × 50 間 隔 の 3．2 φ WM 筋 を，

SC侶 4 ・WC ・27 に は組 立 て 筋 として隅筋 に 4ぐ φ，

WM 筋は 150× 150 間隔の 3．2φを使 用 した
。

コ

ン ク リー ト設計基 準強度 は 27MPa と した。なお

SRC ／S−1−27 の 柱脚部で は，打設時に コ ン ク リー

トが 十分 回 らず，ジ ャ ン カ が 生 じ た の で セ メ ン

ト系補修材で 補修 を した 。

2．2 加力方法

　図一2 に 加力 装置図を示す 。 加力 は地震時にお

け る 図
一2 の 試 験体に 示 した 応力状態 を再 現す

るため柱に
一

定軸力（IX6・b・D ・aB ）を導入 した後 ，

試験体上 柱反 曲点位置に ，静的正負繰 り返 し漸

増水 平方向強制変位 を与 えた。但 し，2005 年度

試験体は 加 力点位置を 柱反曲点 で は な く危険断

面 か ら 225  の 位置 と し たた め
2）

， 接合部 に発

生 する 曲げ モ
ーメ ン トが異な る。上 下柱反 曲点

は ピ ン支持 とし，上部梁端は平行維持装置（串型

ジ ャ ッ キ）で，下部梁端 は反 力 ロ ッ ドで ，水平方

向に ピ ン ロ
ー

ラ
ー

とな るよ うに支持 した。加力

制御は変位制御 と し ，
1 サイ ク ル 目で 層間変形角

R 、
＝ 2（xIO

”3rad
）（以 降単位省 略 ）， そ の 後 ピーク

変位 を R。

・・5，10， 17，26， 37 と等差数列 となる

よ うに増加 させ なが ら同
一

変位の 繰返 しを 2 回

ず つ 行な い
， 最終 12サイ ク ル 目で R。

≡50 となる

よ うに設定 し た 。

軸力用

十宇鉄骨

軸 力用  

アクチ ュ エ ータ
　　，r」

　　，一醒　，一〆

　　　‘’　　’　　’　’「F
，r’Fド

’

　1  ロ ードセル
加 力用 450田
アクチニエ

ー
タ

一一

o 平行維 持装置

（車型ジヤ ッキ ）

　　　　　 ，「
」

試験体一一一’一
’『 　111

「ユ ニ バ
ー

サル

湘 イン ト ▽
一一゚

　　　　　　 
　　　　　　塾、
反 加 ッ ド　 丶・

＿
ドセ ル

゜

1
　 　 、　　　　　　r　　　丶　　　、　　　　層　　　　、
　　　　　’

卩

　　　　　　　　　　L

桂 反力用鋼製梁　 　 丶
L

o

カウン タ
ー
ウヱイト

図一2 加力装置

、蹠 N ロ ードセ ノレ

3．実験結果と考察

3．1 破壊性状

図
一3 に各試験体の 最 終破壊状況 を示す。

SRC ／S−1−27 で は，柱端部 で せ ん 断破壊が生 じた。

R 。
・　O〜5 で柱及び 接合 部に せ ん 断 初亀裂が 生 じ，

そ の 後 Rc＝10’・− 17 で は，柱 端部 で の せん 断亀裂

の 拡幅 と圧壊 ，接合部側面の 主筋割裂亀裂 の 拡

幅が 顕著に見 られ ，面 外方向 へ の膨 らみ が 見 ら

れ た 。せ ん 断補強筋は ，接合 部，柱 の 順で 降伏

す るが，柱主筋は 降伏に 至 らなか っ た。R 〜
・37 以

降は柱端 部で小 規模 の 剥 落が顕著 と な り， 上下

梁フ ラ ン ジで 降伏も見 られ た。そ の 後 は耐力低

下 もな く最終サイ ク ル で 最大 耐力 を記録 した 。

Sα S4 −W −27 で は ，外観上 は 柱端部 で 曲げ破壊が

生 じた。R
。

＝O’v5 で 柱と接合部に曲げ初亀裂及び

せ ん断初亀裂が生 じた。主に柱端部 で曲げ亀裂

の 発 生及 び伸展 が 見 られ るが，それ 以 降接 合部

で せ ん 断亀裂の 拡幅が顕著 とな る 。 上下梁 フ ラ

ン ジ の 降伏後 に接合部で WM 横筋降伏 ， 柱 で

WM 筋降伏が生 じ，　 R 。
＝ 17 で 最大耐力に達 した。

R 。＝26 以降再び柱端部で の 曲 げ亀 裂が拡 幅 し，曲

げ圧壊 や 剥 落が 生 じ た 。 そ の 後主 に 柱端 部で

WM 筋が露 出 し，　 WM 縦 筋の 座屈及び破断が生

じ，
R

。

＝37 以降は接合部で 大規模な剥落が 生 じた。

S（ンS−4・WC ・27 で は ，柱せ ん 断破壊が 生 じた 。

R 。
＝ O〜5 で 柱 と接合部 に曲げ初亀裂及 びせ ん断

SRC／S−1−27
講「噛熱鑞

一4’VVC’27
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初亀裂が生 じた 。 そ の 後 ， 接合部せ ん 断亀裂の

発 生 及 び 伸展 が 顕著と な っ た 。柱端 部で 隅筋，

接合部で WM 横筋，下梁 フ ラン ジ の 順で 降伏後，

柱で WM 横筋が 降伏 しRJ − 10，＋ 17 で最大耐 力

に達す る。 それ以降は接合部せ ん断亀 裂が顕著

に拡幅するが ， R 。
＝ 26 以降に は柱部全面に渡 るせ

ん 断亀裂に移行 した。柱部で WM 縦筋に沿 っ た

割裂亀裂や せ ん 断亀裂の 拡幅 が 顕 著 と な り， 面

外方向 へ の 膨 らみ が見 られ剥 落が 生 じた。そ の

後 ，WM 筋及 び隅筋が露 出 し，　 WM 縦筋 の 座 屈

及 び破断 ， 隅筋の 座屈が見 られ た 。

3．2柱せ ん 断力 （Qc）一層闇変形 角（凡）関係

　図
一4 に柱せ ん 断力（ρc）

一
層 間変形角（＆ ）関係

の 包絡線を示す。

（1）柱せ ん 断補強筋量の 影響

SRCIS・1・27 と 2005 年度試験 体 SRCIS−1−302）とも

に Rc＝17 まではほぼ同 じ挙動で推移 した。そ の

後剛性 低下 が始ま るが ， そ の 要 因 は SRC ／S−1−30

は 上下 パ ネル の ，SRC ！S−1−27 は柱端部 の 顕 著な

せ ん断亀裂 の 発 生 が挙げ られ る。急激 な剛性 低

下 が生 じ る R 。
＝26 ま で は柱せ ん 断補強筋量に よ

る影響が大き い と考え られ る。しか しそれ以 降，

柱に対す る接合部せ ん 断 耐力 の せ ん断 余裕度に

よ っ て 破壊が 進行 した 箇所 が 異 な り，耐力 の 推

移に 違い が見 られ る。SRC ！S−1−30 は最大耐力後

に接合部 の コ ン ク リ
ー

トの 顕 著な剥 落 の 影 響で

架構 全体 の 剛性 が低 下 し ， 柱せ ん 断力 が低下 し

た と考え られ る 。

一
方 ， SRC ／S−1−27 は柱鉄骨 の

負担せ ん 断力が増加 し，柱及 び 柱梁接合部 の RC

部分 も顕著な破壊 は見 られない こ とか ら，最終

サイ ク ル まで耐力が上昇 した 。 また，SRC！S−1・30

と SRCts−1−27 ともに R ‘
≒ 50 にお い て ほぼ同 じせ

ん 断 耐力 を示 した こ とか ら ， 終局状態で は 主 に

内部鉄骨 とそれ に 囲まれ た 』 ア コ ン ク リー
トの

みで 耐力を負担 して い た と考え られ る D

（2）WM 筋量の影響

SCIS・4・W ・27 と Sα S・4−WC −27 ともに Rc＝7付近で

剛性 の 低下 が始ま る 。 剛性低下 の 要 因は ， R ，

＝10

の 上 下接合部せ ん 断亀裂の 顕著 な発 生に加え て ，

SCXS4 ・W −27 で の 柱 端 部 WM 縦 筋 の 降伏 ，

Sα S・4−WC ・27 の 接合部 WM 横筋 の 降伏が挙げら

れ る 。
SC！S−4−W ・27 は R〜

＝ 17 で ，　 SCIS4 ・WC −27

は RilO ，17 で それぞれ最大耐力を迎え，そ の

後は耐力 が 低下 し た。耐力低 下 の 要 因 と し て は ，

Sα S−4−W −27 は主 に柱端 部で の 曲げ破壊 及 び圧

壊の 進行 ， SC／S4 ・WC −27 は柱部全面に渡るせ ん

断 破壊に よ り大幅な耐力の 低下が 見 られた。こ

の こ と か ら ，
WM 筋量 が破壊性 状 に 大 きな違 い

を与 え る要 因 となる こ とが 分か る。更に c。

−Rc

関係 によ り比較す ると WM 筋量 の 違 い は、初期

剛性や 最大 耐力 以降の 耐力 低 下割合 、 剥 落 の 規

模 にも影響がある こ とが判か る 。 こ れ らの こ と

か ら WM 筋は せ ん 断補強 の 機能はあ るが
， そ の

量が SRC 規準に規定 され て い るPw≡O．1％ 以 下 で

は靭性能 を保持す るに は不 十分 で あ る と言 える。

WM 横 筋 量 の 比 較 　 　 　 Pt「k）e

」日」ヨ　
”

　 scrs −・W4 　　　　 訓コ呂4・　 じ Zγ

魄 ．240・】GG嶋　・］3， ［SH．1司o・10 ・4 」・n 〕
scas 十 　 　 　1

正 脚 力　 加 　 E 洳 　　 加 力

R 　 x 　
t

t−’一…　 一、　　　　　 ／
　 　 　 　 　 　 　 　 ＿ SC 尽．4響W．27　（σ　

＝nSMPe ）

　 　 　 　 　 　 　 　 一一SC愚一4−WC ・27（σ
＝3且・7MP 躪）；

鉄骨 形状 の比 鮫 」
　．」

　 　 　 5

一

田 田 　　　　 俑脚 　　国 0  ・●
鶴餐

　 Sα 52 ・　・”
〔20 ローコ弓。ユ。o・45 ・口， 1册3 諂o．臣孟 45 ・の 4 ・

・2・w ・黷D
一 ．

π‘r1 ρ
’3

祕 丿1

日 酎力

　 3αs4・
倒露・；縄046

・
”・45 ・ロ ）

‘
▲最

」肖…
，　・　．

一 SC 侶．4．W ．2ア

　 　 SC 偲・2・W ・30
　　 SC 旭・3・W ・30

　 励
一

σ 9‘コ OMP ＆一、、、
響σ （σBつ ．OMPの

図
一4　柱 せ ん断力 （O，）

一
層閻変形角 （R。）関係
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（3）鉄骨形状の影響

SCIS−4−W ・27 と 2005 年度試験体 SC／S−2−W −30，

Sα S−3−W −30nの 3 体 とも初期剛性 に若干違 い が

見 られる が ほ ぼ同 じ推移を して い る 。 R 。
＝ 20 付

近か らせ ん 断耐力に違 い が 見られ ，SC／S−3−W −30

の 最大耐力 に 対 し て SC／S−4−W −27 は 30kN ，

SC／S−2−W ・30 は 40kN 程低い 。　SαS−3・W −30 の σ B

が SCIS−4−W ・27 を 10MPa も上回 っ た ため，こ の

差 を考慮す る と耐 力差は ， 直交 フ ラ ン ジ の 有無

よ りも コ ン ク リ
ー

ト強度 の 違 い と考 え られ る。

一
方 フ ラ ン ジ幅は σ B が 同 じため ， せ ん断耐力 に

与 える影響は大 きい と考 え られる 。 また Rc＝26

以 降 の ル
ープ 形 状 の 変 化 を比 較 す る と ，

SC！S・2−W ・30 の 紡錘 形 に対 し 、
　 SC／S4 −W ・27 は

徐 々 に逆 S 宇形に変化す る の で ，直交フ ラ ン ジ

が コ ア コ ン ク リー トを拘束す る こ と で 耐力 低 下

を抑 えた と考 え られ る。ま た終 局状態 で は ，

SC〆S−2・W ・30 と SαS4・W −27 は ほ ぼ同 じ耐力で推

移 して い る。 これ は鉄骨負担せ ん 断力 と内部鉄

骨 に 囲 ま れ る コ ア コ ン ク リー ト面積が ほ ぼ等 し

い た め 、こ の 部分で 耐力を負担 し た と言え る。

3．3 せん 断耐力

　表一5 にせ ん断耐力計算式一覧，表一6 に耐カ

ー
覧を示す 。 SRC 規準 に よる（1）式 ， （2）式は それ

それ実験値の 下 限値を与 え て い る 。 SRC 規準 で

下限値 と中央値の 比 が求まる こ とか ら，（4）式に

よ り計算値を 中央値 に 換算 し実験値 と 比 較す る。

Sα S−4−W −27 は ， 外観 の 破壊性状に反 して a，tC｛｝su

との 対応 は比較的 良 い
。

こ れ は RC 部分で は曲げ

破 壊 の 様 相を示す が、鉄骨 部分 は ウ ェ ブがせ ん

断降伏 し て い る 。 SRC 規準式で は ，
　RC 部分が 曲

げ破壊で鉄骨部分が せ ん 断降伏 した場合は せ ん

断破壊 と 定義 とする た め ，。at （£ 。、
と の 対応 が良い 。

SRC ／S・1−30 を除く全試験体で caL （g ．
と実験値を

比較す る と ， SRC 規準式は実験値を過 大評価 し

て い る 。 これは ， SRC 規準の RC 負担項 £ 。、1は

RC 規準の 準用で ある実験式で あ り，本研究の 加

力 方法 が 従来 の 加力ス タブ付き の 柱せ ん 断実験

とは異な る こ と 。 また 接合 部損傷状況 の 違 い に

よ り柱せ ん 断耐力 が低減 す ると い う報 告
3）
か ら

実験値 を過大評価 した と思 われ る 。 そ こ で ， 本

研 究の柱梁架構で 上下 接合部を有す る柱せ ん 断

実験で は ，接合部の せん 断余裕度 と apcgv 。 。LCgsu

に 着 目 し，接合部 せ ん 断余裕度 が柱 せ ん断耐 力

算定式 に 与え る影響を検討す る 。 図
一5に横補強

筋降伏時変位 ， 図一6 に 接合部せ ん 断 余裕度

（c、uS？s ／dacgsu）と柱終局 せ ん断耐力計算値に対

す る実験値 の 比 （e、p−（コs2．tcatc｛｝su） の 比 較を示す。

表一5 せ ん 断耐力計算式一覧 （い ずれの 耐力も柱せ ん断力 に換＃ して い る）
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表
一6 耐カー覧

」LSRC 規 準終局耐力計算値 （kN 較
叩 c ρノ 鼠 ・ 9 ・ せ ん 断 余 裕 度 せ ん 断 余 裕度 考慮

No ， 試 験体名

実験 値

o（N） 合部 せ ん 柱せ ん 断 柱 曲げ 接 合 部 柱 d ／9鎖 計算値 比較
破壌

箇所

σ9 溺 婦 ，9 ” 、dC9 ” 　磁 c9 伽 嘱 ，9 創 雌 c9 讐 d σ2旛 9 ．（kN） c9 ．型

冒一 361 α％

BSCIS4 −W ・卸 397 483 431　　　5440 ，82ag2 1．12 3861 ．03
　 C
鱒 騨

※ DSC
！S4 ，WC ．2
§熏 爵 1露

380
− ● −
375

　 478
一 啣 一 　鬮　一
　 472

　 420 　　 540
− 　●　− o 　　　　 喞 一 　囎

　 421 　　 4470

．80鄲一 　■　一

α79
　ag ノ
ー 　學　一 ■
　 0．89

　 1，14幽　一　一一●−
　 1．12

378− ●−
377

　 LOl− ■一　●
　0．99 驫

楽 ES α S−2・W −30389580 387　 　 4750 ．671 ．01 1．50 375LO4
※ FSCIS −3−W −30429625 469　 　　555069092 1．33 4390 ．98
B
破 壊 笛 所の値 を ” 体 とす る。ま た、比 較に使用 した実 験値 は 正負 サイ クル を通 じて 最大 酎 力 で あ る。

図一5 で は 柱に 比 べ て 接合部 の 横補強筋降伏変　　　H　　ド

位は SRC ！S・1・30，　 SCIS・4・W −27，　 SC／S4 ・W ・27 が

早くな る。他 の 試 験体 もせ ん 断余裕度が小 さい

ほ ど接合部横補強筋の 降伏時変位が小 さい 関係

とな り，横補強筋降伏変位とせ ん 断余裕度は 対

応する こ と が分 か る。し た が っ て ，せ ん 断余裕

度が小 さい ほ ど ， 接合部横補強筋が早 く降伏 し

接合部が早期 に剛性 低下す る 。 そ の 結果 ， 図
一6

の様 に柱せ ん 断耐力 の 上 昇が抑 え られ たた め実

験値 との 対応が悪 くなる と考え られ る。そ こ で ，

expceulcaLc （？su をy，せ ん 断余裕度を x と して 相関

性 を検討す る と次の 式が求 められ る。

y ＝ O、2Qκ＋O．67 （5）

尚，接合部せ ん断余裕度が 1．65 以 上で あれ ば ，

柱せ ん断耐力 は接 合部損傷 の 影響 を受けな い
。

4，結語

　柱 SC 梁 S混合構造架構の せ ん 断破壊性状に関

す る実験的検討 を目的に 水平加 力実験を行な っ

た結果 ， 以 下 の 知 見 を得た 。

1） 柱 SRC 造は
， 最大耐 力 ま で の せ ん 断耐力 は

　 柱せ ん 断補強 筋量 に よる影響 が大 き い が ， 大

　 変形時では 耐力に与 え るせ ん 断補強筋量 の

　 影響は小 さくな る 。

2） 柱 SC 造で は フ ラン ジ幅に よる影響が大 きく，

　 直交フ ラ ン ジは コ ア コ ン ク リ
ー

トを拘束 し

　 耐力低下を抑 え た。
一

方 ，
WM 筋はせ ん 断抵

　 抗 の 機能は有す るが，SRC 規 準以下 の 横補強

　 筋量では耐力低下 を引き起 こ し、靭性を失 う。

3） 柱梁架構 で の 柱せ ん断耐力 は、接合部 の 損傷

　　に よ っ てせ ん 断耐力が 低減す る傾 向が見 ら

寧　一・一 以 下は 20D5 年度試験体
”

5
監

Mロ

6
　
｝

o

図

…

…

9590

お

20

0
　

　

0
　　
0
　　
0

柱及び接合部の 横補強筋降伏 時変位

● 駅 C！S1 ・27
▲ 3C／S4・W ・27
■ SCts4 ・WC −27
0SR α31 ・30 ◎

O 叙ンS2−W −30．

△ SCis3・W −30．
X まンS3冒H ・30 申

十 SCYS3・30嘆

　 　 　 　 ♪
F ｛｝，2（tH ），67 の

　　 　　　 　　 　　 　　 　　 相 関係 数 は 0．65
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．6　　 1．8

　　　　　　　 接合部せ ん断余裕度 の 影響

　 れ ， 接合 部せん断 余裕度が小 さい ほ ど低減す

　　る 。 し たが っ て SRC 規準式の 柱せ ん断耐力

　 算定式に 接合部せ ん 断余裕度 を考慮 しなけ

　 れば，SRC 規準式で は過大評価 と言える。
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